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市長・市議会議員選挙

○
定　

数

▽
市　
　
　

長　
　
　

１
人

▽
市
議
会
議
員
（
合
計
26
人
）

　
　

・
萩
原
選
挙
区　

７
人

　
　

・
小
坂
選
挙
区　

３
人

　
　

・
下
呂
選
挙
区　

９
人

　
　

・
金
山
選
挙
区　

５
人

　
　

・
馬
瀬
選
挙
区　

２
人

○
立
候
補
の
届
出

【
と　

き
】

平
成
16
年
４
月
11
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
受
付
会
場
】

▽
市
長
選
挙

　

・
下
呂
市
役
所　

下
呂
庁
舎

▽
市
議
会
議
員
選
挙
萩
原
選
挙
区

　

・
下
呂
市
役
所　

萩
原
庁
舎

▽
市
議
会
議
員
選
挙
小
坂
選
挙
区

　

・
小
坂
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▽
市
議
会
議
員
選
挙
下
呂
選
挙
区

　

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
市
議
会
議
員
選
挙
金
山
選
挙
区

　

・
下
原
公
民
館

▽
市
議
会
議
員
選
挙
馬
瀬
選
挙
区

　

・
馬
瀬
中
央
公
民
館

○
投　

票

【
と　

き
】

平
成
16
年
４
月
18
日
（
日
）

　
　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
た
だ
し
、投
票
所
に
よ
っ
て
は
、

閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
投
票

時
間
は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

【
入
場
券
】

入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
、
選
挙
期
日
の
告
示
日

ま
で
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
郵
送

し
ま
す
。
入
場
券
は
１
世
帯
の
分

が
１
枚
の
ハ
ガ
キ
と
し
て
配
達
さ

れ
ま
す
の
で
、
投
票
日
に
は
、
こ

の
入
場
券
を
切
り
は
な
し
、
必
ず

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票

（
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用

務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
（
従

来
の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

【
と　

き
】

４
月
12
日
（
月
）
〜
17
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
竹
原
、
上
原
、
中
原
出
張
所
に

つ
い
て
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

現
在
お
住
ま
い
の
旧
町
村
の
区

域
で
投
票
で
き
ま
す
。

※
現
在
お
住
ま
い
の
旧
町
村
の
区

域
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
竹
原
、
上
原
、
中
原
出
張
所
に

つ
い
て
は
、
そ
の
お
住
ま
い
の
区

域
の
出
張
所
、
ま
た
は
下
呂
市
役

所
下
呂
庁
舎
で
の
投
票
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

投票所は入場券でご確認ください。



3

市長・市議会議員選挙

○
開　

票

【
と　

き
】

平
成
16
年
４
月
18
日
（
日
）

　

午
後
９
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】

▽
市
議
会
議
員
選
挙
萩
原
選
挙
区

　

・
星
雲
会
館　

天
慶
の
間

▽
市
議
会
議
員
選
挙
小
坂
選
挙
区

　

・
小
坂
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

▽
市
議
会
議
員
選
挙
下
呂
選
挙
区

　

・
下
呂
市
民
会
館　

大
会
議
室

▽
市
議
会
議
員
選
挙
金
山
選
挙
区

　

・
下
原
公
民
館　

集
会
室

▽
市
議
会
議
員
選
挙
馬
瀬
選
挙
区

　

・
馬
瀬
中
央
公
民
館　

大
会
議
室

▽
市
長
選
挙 

　

市
長
選
挙
の
開
票
は
萩
原
開
票

区
、
小
坂
開
票
区
、
下
呂
開
票
区
、

金
山
開
票
区
、
馬
瀬
開
票
区
の
５

カ
所
で
行
わ
れ
、
下
呂
市
役
所　

下
呂
庁
舎
３
階
会
議
室
に
お
い
て

選
挙
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

は
、
特
例
と
し
て
投
票
所
へ
行
か

ず
に
郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
し

よ
う
と
す
る
方
は
、「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
郵
便
投
票

証
明
書
」
は
１
度
交
付
さ
れ
る
と

７
年
間
有
効
で
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
再

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る

方
は
、
右
記
申
請
に
よ
り
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
で
、
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１

級
の
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
に

関
す
る
代
理
記
載
の
制
度
（
自
ら

投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
が
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管

理
委
会
に
届
け
出
た
者
に
投
票
に

関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
）
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

○
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
病
院
長
や
老
人
ホ
ー

ム
の
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
病
院
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
医
療
法
人
社
団
隆
湶
会

　
　

下
呂
谷
敷
病
院

▽
岐
阜
県
立
下
呂
温
泉
病
院

▽
名
鉄
下
呂
病
院

▽
下
呂
市
立
金
山
病
院

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

か
な
や
ま
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
呂
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

（
下
呂
市
役
所
下
呂
庁
舎
内
）

　
　
　

代
表

24
‐
２
２
２
２

　
　
　

直
通

23
‐
０
０
８
９

　

投
票
期
日
前
で
も
、
直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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鳥インフルエンザ

　

平
成
16
年
１
月
12
日
、
わ
が
国
で
鶏
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
79
年
ぶ
り
に
発

生
し
ま
し
た
。
日
本
の
ほ
か
、
韓
国
、
中
国
、

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
な
ど
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
カ
モ
な

ど
の
渡
り
鳥
が
持
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
、
鳥
の

腸
内
で
増
殖
す
る
た
め
、
排
せ
つ
物
か
ら
湖
沼
、

川
な
ど
が
汚
染
さ
れ
、
飲
み
水
な
ど
を
介
し
て

ほ
か
の
野
鳥
な
ど
に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
、
鳥
へ
の
感
染
性
、

病
原
性
の
高
ま
っ
た
も
の
が
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
、
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
七
面
鳥
、
う

ず
ら
な
ど
の
鳥
類
に
と
っ
て
は
、
伝
染
力
の
非

常
に
強
い
悪
性
の
家
畜
伝
染
病
で
す
。

対
策
と
し
て
は

◆
極
力
、
野
鳥
と
の
接
触
を
防
ぐ
よ
う

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入
ら
な
い

　
　

よ
う
に
開
口
部
を
防
鳥
ネ
ッ
ト
な

　
　

ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

・
鳥
の
え
さ
を
入
れ
た
入
れ
物
な
ど

　
　

を
野
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

・
野
鳥
や
水
鳥
が
集
ま
っ
て
生
息
し

　
　

て
い
る
場
所
に
は
で
き
る
だ
け
行

　
　

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
動
物
に
触
っ
た
後
は
、
手
洗
い
、
う

　

が
い
な
ど
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
排
せ
つ
物
は
速
や
か
に
処
理
し
て
動

　

物
の
周
り
を
清
潔
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
観
察
を
十
分
に
行
い
、
死
亡
が

　

増
え
る
な
ど
普
段
と
異
な
る
異
常
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所

　

や
獣
医
師
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見

つ
け
た
場
合

　

野
鳥
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
死
亡
し

ま
す
。
餌
が
取
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、
環

境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
に
死
ん
で
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
鳥
は
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

細
菌
や
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
ま
す
。
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
細

菌
や
寄
生
虫
が
人
に
感
染
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
細
菌
や
寄
生
虫
に
感
染
し
な
い
よ

う
死
亡
し
た
鳥
を
素
手
で
触
ら
ず
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
し
て

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
直
ち
に
相
談
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
不
安
な
場
合
は
下
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※お問い合わせおよび報告については
◆下呂市農林振興課（下呂市萩原町萩原1856番地　52-2000・内線165）

　　　　　　　および各振興事務所内農林課

◆飛騨家畜保健衛生所（高山市上岡本町7－468　0577-33-1111・内線401）
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鳥インフルエンザ

■鳥インフルエンザに関するＱ＆Ａ　（厚生労働省ホームページより抜粋）

●高病原性鳥インフルエンザとは、どのような病気ですか？
　鳥もＡ型インフルエンザウイルスの感染を受けますが、鳥のウイルスは人のインフルエンザウイルスと

は異なったウイルスです。鳥類のインフルエンザは「鳥インフルエンザ」と呼ばれ、このうちウイルスの感

染を受けた鳥類が死亡し、全身症状などの特に強い病原性を示すものを「高病原性鳥インフルエンザ」と呼

びます。鶏、七面鳥、うずらなどが感染すると、全身症状をおこし、神経症状（首曲がり、元気消失など）、

呼吸器症状、消化器症状（下痢、食欲減退）などが現れ、鳥類が大量に死亡することもまれではありません。

●鶏肉や鶏卵を食べて、感染することがありますか？
　食品としての鳥類（鶏肉や鶏卵）を食べることによって人が感染をした例はありません。さらに、インフ

ルエンザウイルスは熱に弱く、加熱（75℃で１分）により死滅しますので、一般の調理方法で加熱された鶏卵、

鶏肉を食べることによってインフルエンザに感染するとは考えられません。

●どのように人に感染するのですか？
　これまでのところ、香港などのように店頭での生きた鶏の小売りが一般的な地域において発生した感染事

例や、防疫業務に携わった人の感染事例など、まれに鳥から人への感染は見られた（数十例ほど）ものの、

人から人への感染についてはオランダで疑われるとの報告がわずかにあるのみです。また人が鳥インフルエ

ンザウイルスの感染を受けるのは、病鳥と近距離で接触した場合、またはそれらの内臓や排せつ物に接触す

るなどした場合が多く、鶏肉や鶏卵からの感染の報告はありません。

●人ではどのような予防方法がありますか？
　鳥インフルエンザに対する有効なワクチンは、現在のところありません（研究、開発が行われています）。

通常の生活の中で、現段階では鳥インフルエンザウイルスに関する特別な予防を行う必要はありません。

鶏や小鳥を飼っていますが大丈夫ですか？

　これまでの科学的知見によれば、鳥インフルエンザが鶏やアヒルのほかにも、いろいろな種類の鳥に感染

することが知られていますが、国内で鳥インフルエンザが発生したために、これまでペットとして家庭など

で飼育していた鳥が直ちに危険になるということはありません。

　鳥や動物は、人への感染の有無は別として、人とは異なるウイルスも、人と共通のウイルスも保有するこ

とが知られています。

　鳥に限らず、動物を飼う場合は、動物に触った後は手を洗いうがいをすること、排せつ物は速やかに処理

して動物のまわりを清潔にすることなどを心がけることが重要です。また、動物の健康状態に異常があった

場合は獣医さんに、飼い主が体に不調を感じた場合は早めに医療機関を受診することも大切です。
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親と子の保健事業

　一人ひとり個性が違う子どもたち。日々の成長に喜びを感じながら、自分らしく楽しんで子育てできるとい

いですね。市では妊婦さんやお子さんの健康のために、下記の事業を開催します。

　毎月の行事予定は、この「市政だよりげろ」でお知らせしますので、確認の上ご参加ください。

行　　事 内　　　　容 場所
萩原地域 小坂地域 下呂地域 金山地域 馬瀬地域

萩原保健センター 小坂保健センター 下呂保健センター 金山保健センター 馬瀬健康管理センター
または中央公民館

母子健康
手帳交付
受付10：00

集団で交付します。
都合の悪い方は保健
師までご連絡くださ
い。

第１・３火曜日 第１・３木曜日 第２・４水曜日 第２・４火曜日 第２・４火曜日

日　時 ５月18日 ５月６・20日 ５月12・26日 ５月11・25日
５月11・25日
中央公民館

マタニティ
クラス

妊娠中の方、お母さ
んと赤ちゃんの健康
について考えてみま
せんか？

日　時
５月31日(月)
　13:30 ～

５月17日(月)
10:00 ～ 13:00
エプロン持参

５月14日(金)
10:00 ～ 13:00
中央公民館

対象者 妊婦さん 妊婦さん 妊婦さん

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

パパママ
クラス

妊娠中の方、ご夫婦
でどうぞ。
動きやすい服装でお
越しください。

日　時
５月９日(日)
13:30 ～ 15:30

対象者 妊婦さんと夫

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

３～４カ月
児健診

３～４カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

５月12日(水)
13:00 ～

＊２日前にツベル
クリン反応検査を
行います。

５月11日(火)
12:50 ～ 13:00

対象者
平成16年１月
生まれ

平成15年12月４日
～ 16年２月11日

生まれ

もぐもぐ
教室

離乳食の形態や量
について考えましょ
う。

日　時
(受付)

５月19日(水)

対象者
平成15年11 ～

12月生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

８～９カ月
児健診

８～９カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

５月13日(木)
13:00 ～ 13:10

対象者
平成15年７月14日
～９月13日生まれ

お誕生教室

１歳のお誕生日を迎
えた子どもさんの食
事などについて一緒
に考えましょう。

日　時
(受付)

５月27日(木)
9:30 ～

対象者
平成15年４月
～５月生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

１歳６カ月
児健診

１歳６カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

５月10日(月)
13:00 ～

５月19日(水)
13:00 ～ 13:10

対象者
平成14年10月
生まれ

平成14年８～
10月生まれ

２歳児教室

虫歯予防の教室で
す。歯科検診や歯の
磨き方について考え
ましょう。

日　時
(受付)

５月11日(火)
13:00 ～ 13:15

５月20日(木)
13:00 ～歯ブラシ・
コップ持参

５月26日(水)
13:00 ～歯ブラシ・
コップ持参

対象者
平成14年４～

６月生まれ
平成13年12 ～

14年2月生まれ
平成14年３～

５月生まれ

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

３歳児健診
３歳児のお子さんの
成長発達について一
緒に考えましょう。

日　時
(受付)

５月７日(金)
５月28日(金)

①13:00 ～②13:30 ～

対象者
平成13年３～

４月生まれ
平成13年３～

４月生まれ
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親と子の保健事業

萩原地域 小坂地域 金山地域 馬瀬地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 金山保健センター 馬瀬中央公民館

日　時
毎週火曜日 毎週木曜日 毎週火曜日 毎週火曜日

５月11・18・25日 ５月6・13・20・27日 ５月11・18・25日 ５月11・18・25日

時　間 9:00 ～ 16:00 9:00 ～ 12:00 9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 11:30

下呂地区 上原地区 竹原地区 中原地区

場　所 下呂保健センター 上原出張所 竹原公民館 中原公民館

日　時
毎週水曜日 第２火曜日 第２金曜日 第４木曜日

５月12・19・26日 ５月11日 ５月14日 ５月27日

時　間 9:00 ～ 17:00 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30

萩原・馬瀬地域 小坂地域 下呂地域 金山地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 下呂保健センター 金山保健センター

ツ ベ ル
ク リ ン
反応検査

日　時
(受付)

５月31日(月)
13:30 ～ 14:00

5月10日(月)
13:00 ～

５月11日(火)
13:00 ～ 13:30

対象者
平成16年１～２月

生まれ
平成16年１月
生まれ

平成15年12月４日～ 16年２月11

日生まれとそれまでの未接種者

ＢＣＧ

日　時
(受付)

６月２日(水)
13:00 ～ 13:15

５月12日(水)
13:00 ～

５月13日(木)
13:00 ～ 13:30

対象者 ２日前にツベルクリン反応検査を受けたお子さん

下呂地区 竹原地区 上原・中原地区

場　所 下呂保健センター 竹原公民館 中原診療所

ポリオ

日　時

(受付)

①５月６日(木)：２回目対象者

②５月24日(月)：１回目対象者

13:00 ～ 13:30

５月11日(火)

12:50 ～ 13:05

５月21日(金)

13:00 ～ 13:15

対象者
①平成15年１～５月生まれ

②平成15年６～ 12月生まれ

平成15年１～

  12月生まれ

平成15年１～

  12月生まれ

萩原地域 小坂地域 馬瀬地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 馬瀬診療所

ポリオ

日　時
(受付)

①５月12日(水)　②５月26日(水)
13:30 ～ 14:00

５月18日(火)
13:30 ～ 14:30

５月20日(木)
10:00 ～ 10:30

対象者
①平成15年２～６月生まれ
②平成15年７～ 12月生まれ

平成15年２～
    平成16年１月生まれ

平成15年２～
    平成16年１月生まれ
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保健センター

萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー


52
‐
１
２
３
０

　

井
戸
眞
佐
美
、
中
安　

輝
絵

　

細
江　

理
香
、
柚
原　

理
方

※
横
山　

和
美　
　

※
「
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
」

に
月
曜
日
、
水
〜
金
曜
日
常
駐
し
、

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー


62
‐
２
９
４
０

　

岩
佐　

美
幸
、
森
本　

千
恵

　
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー


25
‐
２
６
８
０

　

長
谷
川
秀
子
、
三
瓶
美
千
代

　

福
井　

郁
子
、
今
井　

幸
子

　

安
江　

久
美
、
中
島
い
づ
み

　

亀
山
美
保
子
(栄)

　
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー


32
‐
４
５
０
０

　

名
和　

和
子
、
矢
島
眞
菜
美

　

清
水　

実
花
、
加
藤　

直
子
(栄)

　
馬
瀬
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー


47
‐
２
１
１
１

　

田
口　

奈
穂
、
小
池　

裕
子

　
健
康
課
（
萩
原
町
星
雲
会
館
内
）


52
‐
２
０
０
０

　

小
林　

和
美
、
川
上　

直
美

　
　
　
　
　
　

＊
(栄)
は
栄
養
士

※次号からは各保健センタ－のスタッフがタイムリ－な情報を掲載します。お楽しみに！

● ● ●　しみずの湯教室のご案内● ● ●
　２月にオープンした『飛騨川温泉しみずの湯』で、５月より下呂市主催の水中運動教室を開催します。
　体脂肪が気になる、運動習慣を身に付けたいなど、「もっと健康になりたい！」という方を応援します。
　（４月１日から萩原コミュニティーバスが、４月５日からは濃飛バスがご利用になれます）

〒509-2502　下呂市萩原町四美1426　『飛騨川温泉しみずの湯』

保健師コ－ナ－直通　 56-4355・しみずの湯フロント 56-4326
お問い合わせ先

受講料は各コ－ス10回で8,000円（入浴料込み）。年間フリ－パスの方は受講料無料！　詳しくは、しみずの湯まで。
その他、月曜日11時から「水中ウォ－キング体験」、金曜日午後３時から「初心者水泳教室」を開催します。
詳しくは、４月11日朝刊の折り込みチラシをご覧ください。

腰痛改善コ－ス　募集定員20名　連続10週　１回75分
対象：18歳以上（腰痛を予防、改善したい方）　日時：５月12日からの毎週水曜日　午前11時～

スイミング＆ウォ－キング　募集定員15名　連続10週　１回60分
対象：女性（泳げるようになりたい方）　　　　 日時：５月14日からの毎週金曜日　午後３時～

水中ウォ－キング（リハビリ）　募集定員20名　連続10週　１回60分
対象：18歳以上（肩こり、腰痛、筋力低下を防ぎたい方）

日時：５月13日からの毎週木曜日　午後1時30分～

水中ウォ－キング（シェイプアップ）　募集定員20名　各連続10週　１回60分
対象：18歳以上（シェイプアップしたい方、運動不足を解消したい方）

日時：５月10日からの毎週月曜日　午後７時～

　　　５月12日からの毎週水曜日　午後１時30分～

　　　５月13日からの毎週木曜日　午後７時～
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ここがポイント家庭の医学

　下呂市内において休日（日曜日、祝祭日、年末年始の休日）に急病患者が発生し、かかりつけの医師が不在

の場合は、下記の休日在宅医にお問い合わせください。

●一時留守になる場合があります。電話で在宅かどうか確認してからお出かけください。

●この制度は急病患者のために設けられたものです。平常から継続して治療を受けている人はご遠慮ください。

月　日 北　部　地　区 南　部　地　区

４月４日 馬 瀬 診 療 所 47-2152 福 井 医 院 32-2151

４月11日 中 田 医 院 52-1022 近 藤 医 院 25-4428

４月18日 小 坂 診 療 所 62-2212 中 原 診 療 所 28-2004

４月25日 藤 岡 医 院 52-3033 阿 部 医 院 32-2025

４月29日 田 中 内 科 ク リ ニ ッ ク 53-0088 小 池 医 院 25-6688

５月２日 二 村 医 院 52-1001 大 船 渡 医 院 32-2850

５月３日 大 塚 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 52-3387 黒 木 医 院 24-1303

５月４日 馬 瀬 診 療 所 47-2152 加 藤 診 療 所 33-2013

５月５日 中 田 医 院 52-1022 花 田 医 院 26-2036

５月９日 小 坂 診 療 所 62-2212 福 井 医 院 32-2151

◎
冷
や
す
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

（
ア
イ
シ
ン
グ
）

　

暖
か
く
な
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で
な
く
、

日
常
生
活
の
中
で
打
撲
、
ね
ん
ざ
（
突
き
指

を
含
む
）、
肉
離
れ
、
脱
き
ゅ
う
、
骨
折
な

ど
の
け
が
を
し
た
と
き
冷
や
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
正
し
い
冷
や
し
方
に
つ
い
て
は

意
外
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
は
冷

や
す
こ
と
の
大
切
さ
、
応
急
処
置
と
し
て
の

正
し
い
冷
や
し
方
の
話
で
す
。

《
ア
イ
シ
ン
グ
の
方
法
》

　

冷
や
す
た
め
に
は
氷
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
）、
伸
縮
包
帯
が
必
要
で
す
。

　

氷
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
半
分
ほ
ど
入
れ
平
ら

に
並
べ
て
空
気
を
抜
い
て
密
封
し
ま
す
（
ア

イ
ス
バ
ッ
ク
）。
こ
の
袋
を
患
部
に
密
着
さ

せ
伸
縮
包
帯
な
ど
を
巻
い
て
圧
迫
し
ま
す
。

　

こ
の
処
置
を
、
１
時
間
か
ら
２
時
間
に
１

回
、
15
分
か
ら
20
分
程
度
で
、
け
が
の
程
度

に
よ
っ
て
24
時
間
か
ら
48
時
間
繰
り
返
し
ま

す
。

《
ア
イ
シ
ン
グ
の
注
意
点
》

●
氷
は
製
氷
機
の
氷
な
ど
、
溶
け
か
か
っ
た

も
の
ま
た
は
袋
に
水
を
少
し
混
ぜ
て
使
い
ま

す
（
０
℃
以
下
に
は
冷
え
な
い
）。

●
０
℃
以
下
に
冷
や
し
た
保
冷
材
や
、
冷
蔵

庫
の
氷
、
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
な
ど
は
冷
え
す
ぎ

て
凍
傷
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
水
を
く
ぐ
ら

せ
て
、ま
た
は
水
を
混
ぜ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
湿
布
剤
に
は
ア
イ
シ
ン
グ
効
果
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

●
コ
ー
ル
ド
ス
プ
レ
ー
は
深
部
を
冷
や
す
効

果
は
少
な
く
非
効
率
で
、
使
い
す
ぎ
る
と
皮

膚
表
面
ば
か
り
が
冷
え
て
凍
傷
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

●
ア
イ
シ
ン
グ
の
間
は
お
酒
は
厳
禁
。
全
身

の
血
液
の
流
れ
が
よ
く
な
っ
て
患
部
の
内
出

血
が
進
行
し
ま
す
。

●
入
浴
も
お
酒
と
同
じ
理
由
で
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
シ
ャ
ワ
ー
程
度
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
応
急
処
置
の
基
本
は
、R

:R
est

安
静
（
運

動
を
中
止
し
て
患
部
を
安
静
に
保
つ
）、I:Ice

冷
却
、C

:C
om
pression

圧
迫
（
内
出
血
や

腫
れ
を
抑
え
る
）、E

:E
levation

挙
上
（
患

部
を
心
臓
よ
り
も
高
く
し
て
内
出
血
を
抑
え

る
）
で
す
。

　　

応
急
処
置
を
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。　
　

　
　

　

下
呂
市
立
金
山
病
院

　

院
長　

古
田　

智
彦
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教育委員会だより

臨
時
の
教
育
委
員
に

　
　
　
　

５
名
を
選
任

　

学
校
管
理
、
教
職
員
・
教
育
委

員
会
職
員
の
配
置
、文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
教
育
行
政
の

か
じ
取
り
を
担
う
教
育
委
員
は
、

本
来
、
市
長
が
選
任
し
市
議
会
が

同
意
し
て
決
ま
り
ま
す
が
、
今
回

の
合
併
の
よ
う
に
、
市
長
・
市
議

会
が
不
在
の
と
き
、
法
令
に
よ
り

市
長
職
務
執
行
者
が
、
臨
時
の
教

育
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
、
大
森
喜
一
市
長
職

務
執
行
者
は
、
次
の
５
名
を
市
の

教
育
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

松
山
則
樹
（
旧
萩
原
町
教
育
委
員
長
）

伊
藤
和
孝
（
旧
小
坂
町
教
育
長
）

田
口
正
邦
（
旧
下
呂
町
教
育
長
）

清
水　

治
（
旧
金
山
町
教
育
長
）

赤
梅
昭
三
（
旧
馬
瀬
村
教
育
長
）

教
育
委
員
会
事
務
局
っ
て

教
育
委
員
会
の
事
務
を
行
う
た

め
に
、
教
育
委
員
会
の
下
に
事
務

局
が
置
か
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会

事
務
局
は
、
教
育
長
を
事
務
局
長

と
し
、
事
務
処
理
を
す
る
機
関
で

す
。下

呂
市
教
育
委
員
会
事
務
局
は

下
呂
市
萩
原
町
の
星
雲
会
館
に
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、下
呂
市
で
は
、

旧
町
村
で
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
・
社
会

ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
性
や
伝
統
を
尊

重
す
る
た
め
に
、
旧
町
村
に
「
小

坂
教
育
課
」「
下
呂
教
育
課
」「
金

山
教
育
課
」「
馬
瀬
教
育
課
」
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
萩
原
町
地
区

に
あ
っ
て
は
、
下
呂
市
教
育
委
員

会
事
務
局
と
一
緒
に
あ
る
た
め
に

「
萩
原
教
育
分
室
」
と
称
し
ま
す
。

下
呂
市
教
育
委
員
会
事
務
局
各

課
が
担
当
す
る
職
務
は
「
市
民
便

利
帳
」
の
と
お
り
で
す
。
教
育
総

務
課
、
学
校
教
育
課
、
保
育
課
業

務
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
主

体
と
な
っ
て
業
務
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
生
涯
学
習
課

の
業
務
は
各
地
区
の
教
育
課
が
中

心
と
な
り
ま
す
。

下
呂
市
教
育
委
員
会
の
業
務
に

関
す
る
疑
問
や
質
問
、
提
案
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
各
課
、
各
地

区
教
育
課
の
い
ず
れ
で
も
受
け
付

け
、
教
育
委
員
会
で
誠
意
を
持
っ

て
対
応
・
回
答
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
の
業
務

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
質

問
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
各
課
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

「
三さ

ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か
せ
ん
い
た
え

十
六
歌
仙
板
絵
展
」

　

下
呂
市
門
和
佐
の
蚕こ

が
い
や
く
し
ど
う

飼
薬
師
堂

に
伝
わ
る
「
三
十
六
歌
仙
板
絵
」

を
展
示
・
公
開
し
ま
す
。

　

板
絵
は
、天
文
年
間（
１
５
３
２

〜
１
５
５
５
年
）
の
も
の
19
枚
、

元
禄
８
年
（
１
６
９
５
年
）
の
も

の
が
16
枚
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
人
々
が
和
歌
の
上
達
を

願
っ
て
奉
納
し
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
詳
細
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、

農
山
村
の
人
々
の
間
に
広
ま
っ
た

和
歌
の
文
化
を
知
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

　

展
示
は
天
文
年
間
と
元
禄
８
年

と
に
分
け
、
途
中
で
展
示
替
え
を

し
ま
す
。

◆
期
間　

４
月
15
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　

５
月
30
日
（
日
）
ま
で

◆
会
場　

下
呂
市
民
会
館

　
　
　

玄
関
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
ぎ
り
絵
河か

じ
か
か
い

鹿
会

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
展

　

ち
ぎ
り
絵
河
鹿
会
（
代
表
＝

今
井
ふ
じ
ゑ
さ
ん
・
下
呂
市
小

川
）
に
よ
る
ち
ぎ
り
絵
の
作
品
展

が
、
４
月
29
日
ま
で
下
呂
市
森
の

「
ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
」の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
が
初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
展

で
、
会
員
12
人
の
作
品
37
点
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
１
階
に

は
、
市
民
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
個
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
、
日
ご
ろ
の
創
作
活

動
の
発
表
の
場
と
し
て
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　

下
呂
教
育
課

　
　
　
　

（

25
‐
２
２
５
２
）

岐阜県芸術文化奨励を受賞

　古田順一さん（下呂市宮地・52 歳）が、平成 15

年度岐阜県芸術文化奨励を受賞され、３月５日、県

庁で岐阜県知事から表彰を受けられました。

　古田さんは、昭和 45 年に鳳凰座村芝居（現鳳凰

座歌舞伎）の役者として舞台を踏み、その後義太夫

三味線を習得、優れた技量で県内外各地での公演を

こなし、現在では

数少ない義太夫三

味線弾きとして地

歌舞伎の伝承と振

興に寄与されてい

ます。後継者育成に

も尽力されており、

これまでの功績と、

今後一層の活躍が

期待されての受賞

となりました。
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上う
え
が
ひ
ら

ケ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

４
月
か
ら
の
営
業
時
間

　

温
水
プ
ー
ル
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ル
ー
ム
が
利
用
で
き
る
、
下
呂
市

森
の
「
上
ケ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

の
営
業
時
間
が
、
４
月
か
ら
変
更

に
な
り
ま
す
。

◆
４
月
１
日
〜
11
月
30
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

（
受
付
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

※
日
曜
日
は
年
間
を
通
し
て

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

◆
月
曜
日
の
プ
ー
ル
利
用

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
受
付
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

◆
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日

　

６
月
22
日
〜
26
日

　

10
月
25
日
〜
30
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
ケ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　

（

24
‐
１
０
５
０
）

小
坂
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

講
演
会

　

３
月
６
日
、
小
坂
町
長
瀬
の
小

坂
体
育
館
で
、
小
坂
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
主
催
の「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
大
垣
市
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
ル
バ
ッ
ク

ル
ひ
ま
わ
り
」
の
浅
野
綾
子
さ
ん

を
迎
え
、「
身
近
な
物
で
で
き
る

運
動
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
」
と
い

う
演
題
で
洗
濯
バ
サ
ミ
や
新
聞
紙

な
ど
、
身
近
な
物
を
使
っ
た
実
技

中
心
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
い

つ
も
と
違
っ
た
運
動
を
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

２
月
29
日
、
金
山
町
下
原
公
民

館
ホ
ー
ル
で
第
13
回
「
ひ
な
ま
つ

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
萼
（
は
な
ぶ
さ
）
富
美
子
さ

ん
が
代
表
を
務
め
る
「
か
な
や
ま

音
楽
振
興
会
」
が
企
画
・
実
演
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回
は
「
ド

ク
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン
大
騒
動
」
と

題
し
た
冒
険
活
劇
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
映
画「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」を
モ
チ
ー
フ
に
、

英
会
話
指
導
員
の
ト
ニ
ー
さ
ん

が
ふ
ん
す
る
ド
ク
博
士
と
「
ポ
ー

ク
」
と
「
ビ
ー
フ
」
と
い
う
名
の

少
年
２
人
が
、
過
去
と
未
来
を
行

き
来
し
て
大
活
躍
す
る
音
楽
劇
で

し
た
。い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
演
奏
・

歌
や
ダ
ン
ス
が
盛
り
込
ま
れ
、
小

道
具
や
舞
台
装
置
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
会

場
に
詰
め
掛
け
た
約
１
５
０
人
の

子
ど
も
た
ち
も
引
き
込
ま
れ
る
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い

『
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
』
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
か
な
や
ま
音
楽
振
興
会
」
は
、

金
山
地
区
の
音
楽
愛
好
家
９
人
で

作
る
自
主
団
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
自
ら
楽
し
ん

だ
り
、
生
の
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
り
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

  

オ
〜
ロ
ラ
の
町
「
ケ
チ
カ
ン
」

　

へ
ロ
ー
、
初
め
ま
し
て
下
呂
市
の

み
な
さ
ん
！
金
山
の
英
会
話
指
導
員

テ
ィ
ム
・
ク
ラ
ル
で
す
。

　　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
旧
金
山
町

の
姉
妹
都
市
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア

ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

ケ
チ
カ
ン
市
と
金
山
町
は
17
年

間
、
短
期
留
学
生
と
語
学
指
導
員
を

毎
年
相
互
派
遣
し
、
文
化
的
な
知
識

を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
む
の

は
、
17
回
目
の
交
換
留
学
生
（
金
山

中
２
年
生
）
が
、
き
っ
と
生
ま
れ
て

か
ら
一
番
楽
し
い
２
週
間
を
ケ
チ
カ

ン
で
過
ご
し
て
帰
っ
て
く
る
こ
ろ
で

し
ょ
う
。

　

生
徒
た
ち
は
、
滞
在
中
、
各
家
庭

に
１
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

私
は
中
学
生
の
こ
ろ
、
母
国
ア
メ

リ
カ
を
出
て
、
金
山
と
日
本
の
観
光

地
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経

験
は
や
は
り
そ
れ
ま
で
で
一
番
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

ケ
チ
カ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
他
の
地

方
で
も
そ
う
で
す
が
、
日
本
と
同
じ

よ
う
に
４
月
は
、
春
と
新
生
活
の
始

ま
り
の
時
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本

よ
り
桜
の
木
は
少
な
い
で
す
が
、
世

界
中
で
見
ら
れ
る
春
の
美
し
さ
が

少
し
ず
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
熱

帯
近
く
の
南
東
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
フ

ロ
リ
ダ
か
ら
は
る
か
北
西
ア
メ
リ
カ

に
あ
る
ア
ラ
ス
カ
ま
で
、
違
う
種
類

の
気
候
帯
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で

す
。

　

さ
ら
に
、
今
月
は
イ
ー
ス
タ
ー
。

１
年
で
最
も
大
切
な
祝
日
が
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
イ
ー
ス

タ
ー
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
一
度

死
ん
で
か
ら
生
き
返
っ
た
日
を
祝
う

日
で
す
。

　

商
業
的
に
は
、
飾
り
付
け
た
ゆ

で
卵
や
た
く
さ
ん
の
あ・

・め
を
、
大
き

く
て
不
思
議
な
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
日
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー

は
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
ス
の
よ
う
な
架

空
の
も
の
で
、
良
い
子
に
は
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
あ・

・め
と
た
く
さ
ん
の
卵

を
く
れ
ま
す
。　

ケ
チ
カ
ン
で
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
探
し
を
や
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
卵
を
探
し
当

て
る
と
、
時
々
賞
品
が
入
っ
て
い
た

り
し
ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
は

あ・

・め
や
卵
よ
り
、
ご
ち
そ
う
（
ロ
ー

ス
ト
ミ
ー
ト
、
ベ
イ
ク
ド
ポ
テ
ト
）

の
方
が
い
い
な
。
ん
ー
、食
べ
た
い
！

「ひなまつりコンサート」で上演された冒険活劇の様子
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お
ひ
さ
ま
は
う
す

　

「
お
ひ
さ
ま
は
う
す
」
は
、
金

山
町
菅
田
の
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

を
活
動
拠
点
と
し
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
自

ら
立
ち
上
げ
た
児
童
館
的
な
役
割

を
担
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
や
か
か

わ
り
の
中
で
、
子
ど
も
も
親
も
よ

り
良
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願

い
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
を
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
４
月
開
館
日

（
時
間
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）

７
日
（
水
）・
12
日
（
月
）・
21
日

（
水
）・
23
日
（
金
）・
28
日
（
水
）

※
12
日
（
月
）
は
、
健
康
館
で

　

「
親
子
で
遊
ぼ
う
！
」
で
す
。

※
23
日
（
金
）
は
、
東
公
民
館

　

で
開
館
し
ま
す
。

※
２
月
は
６
回
で
、
延
べ
89
人

　

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
「
お
ひ
さ
ま
は
う
す
」
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

金
山
教
育
課

（

32
‐
３
８
９
３
）

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　
　

〝
ほ
ほ
え
み
家
族
〞   

             

 　

〝
ほ
ほ
え
み
家
族
〞
と
は
、
県

の
補
助
を
受
け
、
平
成
14
年
７

月
に
は
じ
ま
っ
た
託
児
や
家
事
援

助
を
提
供
す
る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

事
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
託
児
・

家
事
援
助
な
ど
の
依
頼
件
数
は

１
６
０
件
を
数
え
、
活
動
も
だ
ん

だ
ん
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
主
催
の
乳
幼
児
学

級
や
幼
児
学
級
な
ど
で
も
託
児
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  

今
年
度
も
、
新
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
て
さ
ら
に
楽
し
く
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
？　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

金

山

教

育

課
（


32
‐

３
８
９
３
）
ま
た
は
、
ほ
ほ
え

み
家
族
（
携
帯
電
話
０
９
０
‐

２
３
４
６
‐
２
４
２
２
）

小
坂
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
卒
業
！

　

３
月
で
小
坂
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の

高
校
３
年
生
が
卒
業
と
な
り
ま
し

た
。
卒
業
す
る
の
は
佐

藤
孝
行
さ
ん
（
小
坂
町

大
垣
内
）
と
岩
佐
友
貴

さ
ん
（
小
坂
町
湯
屋
）

の
二
人
。
今
年
度
の
小

坂
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
10
人
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
の
中

心
的
存
在
と
な
り
、
活

動
の
企
画
や
下
級
生
の

指
導
を
率
先
し
て
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

（
写
真
の
中
央
上
が
佐

藤
さ
ん
で
す
）

「有害図書類自動販売機」

の撤去などにご協力を！

　青少年の健全育成のための環境浄化に向
け、有害図書類（ビデオ・雑誌など）を販売
している（する）自動販売機を撤去させる（設
置させない）ための「水際作戦」にご協力を！

有害図書類自動販売機の水際作戦
（四ない運動）

～青少年に良くないこと、　　　　　　　

　　ためにならないことをしない運動～

１　土地を貸さない・売らない
２　管理者にならない
３　自販機を置かない・置かせない
４　有害図書類を買わない

（社）岐阜県青少年育成県民会議

小中学生の福祉体験事業と合わせて行った“おひさまはうす”の様子

・・ちびっ子と遊ぶ小中学生たち・・

　“ほほえみ家族”による集団託児の様子

小坂ジュニアリーダーズクラブのメンバー



保
育
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　

お
子
さ
ま
の
進
級
、
入
園
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

進
級
す
る
こ
と
に
よ
る
新
し

い
環
境
へ
の
対
応
。
新
入
園
児
に

と
っ
て
初
め
て
の
集
団
生
活
な
ど

す
べ
て
の
こ
と
が
新
し
く
、
親
子

と
も
ど
も
喜
び
と
と
も
に
不
安
も

大
き
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

入
園
や
進
級
に
あ
た
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
と
心
配
な
こ
と
や
疑
問
、

要
望
な
ど
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
保
育
課
ま
た
は
各

保
育
園
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
保
育
課
、
保
育
園
か
ら
の

お
願
い
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

下
呂
市
保
育
目
標

◇
元
気
で
の
び
の
び
遊
ぶ
子

◇
表
情
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子

◇
自
分
で
考
え
た
り
、
創
り
出
す

　

意
欲
の
あ
る
子

　

子
ど
も
は
、
豊
か
に
伸
び
て
い

く
可
能
性
を
そ
の
う
ち
に
秘
め
て

い
る
。
そ
の
子
ど
も
が
、
現
在
を

最
も
よ
く
生
き
、
望
ま
し
い
未
来

を
創
り
出
す
力
の
基
礎
を
培
う
こ

と
が
、
保
育
の
目
標
で
あ
る
。

（
保
育
所
保
育
指
針
か
ら
）

保
育
園
で
は

　

子
ど
も
た
ち
は
保
育
園
に
い
る

約
８
時
間
の
間
、
朝
・
帰
り
の
会
、

給
食
な
ど
規
則
正
し
い
生
活
を
お

く
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
遊
び
は
学
校
の
よ
う

な
区
切
り
を
つ
け
ず
、
子
ど
も
の

年
齢
や
発
達
に
応
じ
た
、
自
由
な

遊
び
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
由
遊
び
で
は
、
一
人
ひ
と
り

が
自
由
に
遊
ん
で
い
る
状
況
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性
や
心
理

状
況
、
心
の
内
側
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
て
保
育
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
び
の
幅
が
十
分
に
広

が
る
よ
う
遊
び
の
環
境
を
整
え
、

そ
れ
ら
を
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

選
択
し
、
自
発
的
に
取
り
組
ん
で

一
つ
一
つ
の
遊
び
を
よ
り
深
め
る

と
と
も
に
、
友
達
の
輪
を
広
げ
、

刺
激
し
あ
い
な
が
ら
は
ぐ
く
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

上
で
必
要
な
基
礎
と
な
る
生
活
の

力
、集
団
生
活
の
中
で
の
協
調
性
、

社
会
性
、
思
い
や
り
の
心
を
培
い

な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
友
達
の
中

で
自
分
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

な
援
助
や
、
個
性
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
に
心
が
け
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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教育委員会だより

（萩原地域）　　　　開始時刻　　問い合わせ先

萩原南保育園　　 10：00 ～　　52-2560

萩原北保育園　　 10：00 ～　　55-0322

萩原中保育園　　 10：00 ～　　52-1601

宮 田 保 育 園　　９：00 ～　　55-0521

西上田保育園　　 10：00 ～　　52-1997

山之口保育園　　９：00 ～　　54-1303

（小坂地域）

小 坂 保 育 園　　 10：00 ～　　62-2204

湯 屋 保 育 園　　９：00 ～　　62-3053

（馬瀬地域）

わかあゆ保育園　　 10：00 ～　　47-2107

（下呂地域）　　　　開始時刻　　問い合わせ先

わかば保育園　　 11：00 ～　　25-2333

みのり保育園　　 10：00 ～　　26-2044

白 草 保 育 園　　 10：00 ～　　26-3100

上 原 保 育 園　　 10：00 ～　　27-1205

中 原 保 育 園　　 10：00 ～　　28-2146

（金山地域）

金 山 保 育 園　　 10：00 ～　　32-2373

菅 田 保 育 園　　 10：00 ～　　33-2211

下 原 保 育 園　　 10：00 ～　　32-3726

東 保 育 園　　 10：00 ～　　35-2100

平成16年度下呂市保育園入園式案内

入園式の日時：４月５日(月)

問い合わせ先　下呂市教育委員会保育課

〒509-2517

　下呂市萩原町萩原1166番地８

　　　　星雲会館内

　　　　　52-2900・FAX52-3166
保育課からのお知らせ
保育料の口座引落は毎月月末、再引落は翌月の
15日になります。ただし、土・日曜日の場合は
月曜日になりますので、お願いします。
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図書コーナー

各館利用方法は従来どおりです。図書館に対するお問い合わせ・要望などは、

下呂市教育委員会生涯学習課（52-2900）までお願いします。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

【金山図書室】　金山市民会館　１階
・所 在 地　金山町金山2294番地（金山市民会館内）
　　　　　　 32-2449
・利用時間　9:00 ～ 17:00

・休 館 日　土日、祝日、年末年始

・貸出期間　一人５冊　２週間以内

【下呂市図書室】　下呂市民会館　１階
・所 在 地　下呂市森801番地10
　　　　　　 25-2489
・利用時間　9:30 ～ 17:00

・休 館 日　毎週月曜日、第３日曜日、年末年始

・貸出期間　一人２冊　２週間以内
　読み聞かせ会　毎月第４土曜日13:30 ～（児童館にて）

【はぎわら図書館】　星雲会館　３階
・所 在 地　萩原町萩原1166番地8
　　　　　　 52-4800
・利用時間　平日9:00 ～ 17:00　土日13:00 ～ 17:00

・休 館 日　月曜日、祝日、第３日曜日、年末年始

・貸出期間　一人３冊　２週間以内
　読み聞かせ　毎月第２土曜日14:00～（図書館前ロビーにて）

【小坂図書室】　小坂山村開発センター　２階
・所 在 地　小坂町小坂町815番地１
　　　　　　 62-3366
・利用時間　9:00 ～ 17:00

・休 館 日　第２・４土曜、第３日曜、祝日、年末年始

・貸出期間　一人３冊　２週間以内

【馬瀬図書室】　馬瀬中央公民館　２階
・所 在 地　馬瀬名丸406番地
　　　　　　 47-2111
・利用時間　9:00 ～ 17:00

・休 館 日　土日、祝日、年末年始

・貸出期間　一人絵本５冊　一般書３冊

　　　　　　　 １カ月以内　新刊は２週間以内

４月開館日カレンダー
緑：休館日　グレー：読み聞かせ

県図書館で直接借りた本を、はぎわら図書館で返却することができます。
詳細は図書館まで！

このコーナーでは、各図書室・図

書館をご案内するほか、新刊・新

着図書などを毎月紹介します。

読書は時空を飛び越える
　　　　ぜいたくなこころの旅（外山滋比古）
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警察・消防

◆
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
注
意
！

　　

出
会
い
系
サ
イ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
サ
イ
ト
（
番
組
）
の
ジ
ャ
ン
ル
の

ひ
と
つ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
出
会
い

の
場
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
出
会
い
系

サ
イ
ト
で
友
達
が
で
き
、
ま
じ
め
に
交
際

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
で
知
り
合
う
人
す
べ
て
が
そ
う
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
中
に
は
だ
ま
し
て
お
金
を
取

ろ
う
と
し
た
り
、
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の

犯
罪
行
為
目
的
の
人
も
い
ま
す
。

▽
掲
示
板
の
書
き
込
み
を
う
の
み
に
し
な
い

▽
自
分
の
住
所
や
電
話
番
号
を
気
軽
に
教
え
な
い

▽
相
手
に
会
う
の
は
慎
重
に

《
保
護
者
の
方
へ
》

　

携
帯
電
話
は
急
速
に
普
及
し
、
多
く
の

子
ど
も
が
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

保
護
者
と
し
て
次
の
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

▽
マ
ナ
ー
、
お
金
、
危
険
性

に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と

▽
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
見

て
、
危
険
か
ら
守
る
こ
と

◆
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
を
！

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
る
精
神

的
・
経
済
的
被
害
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

救
済
や
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
臨
床
心
理
士
会
、
い
の

ち
の
電
話
協
会
、
弁
護
士
会
、
医
師
会
な

ど
が
発
起
人
と
な
り
、
民
間
の
被
害
者
支

援
組
織
、「
ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

被
害
者
が
抱
え
る
悩
み
の
解
決
、
被
害

回
復
の
た
め
の
電
話
相
談
な
ど
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
被
害
者
支
援
の
広
報
啓
発
活

動
を
行
い
、
社
会
全
体
で
被
害
者
を
支
え

合
う
協
働
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

立
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
ご
入

会
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

「
ぎ
ふ
犯
罪
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立
委
員
会

　

（

０
５
８
‐
２
７
５
‐ 

３
９
３
３
）

◆火災時の消防団員出動サイレンを下呂市内統一へ
　平成 16年４月１から、サイレンと放送文の統一をいたします。

●火災発生時（訓練は除く）

　（サイレン吹鳴・５秒） ―（ 停止・３秒）……３回繰り返し

　「火災発生、火災発生、火災現場は○○地区○○地内○○付近

　○○火災が発生しました。繰り返します。……」

●鎮火サイレン

　サイレン吹鳴・10秒……１回

　「ただいまの○○地区○○地内の○○火災は鎮火しました。

　繰り返します。……」

　

◆平成 16 年岐阜県山火事火災予防運動実施中！
　●実施期間　４月 30日（金）まで

　●統一標語　「未来へと　引きつぐ森です　火の用心」

　　春は山菜採りや渓流釣りなど、入山する機会が多くなります。

　　たばこの投げ捨て、たき火など絶対にしないようにしましょう。



16

下呂市ニュース

　

 寒風のなか健脚競う

　教育委員会（萩原分室）は、『第６回飛騨川リ

レーカーニバル』を３月７日、飛騨川公園で開き、

38チーム152人が、強い北風のなか健脚を競いま

した。

　リレーカーニバルは、同公園の周囲約1.2Km

をコースとして、チーム４人が１周ずつ走る

マラソンリレー。小学生女子と一般女子の部

に続き、小学生男子の部には、町内少年野球

チームやサッカーチーム、仲良しグループな

どの多彩な顔ぶれが見られ盛り上がりました。

　選手たちは、あいにくのコンディションのな

か、母親らの声援を背に一生懸命走りました。

快挙！木工工作展、２作品全国へ
 全国児童・生徒木工工作コンクールの県予選

において、萩原小６年の熊崎舞さんの「フクロウ

の親子」が中部森林管理局長賞、萩原北中１年の

中谷翔太郎さんの『不動心』（写真）が県知事賞

をそれぞれ受賞し、県代表に選ばれました。

　２月、静岡木材産業会館で開かれた全国審査会

において、中谷さんの作品が入選。トヨタ賞を受

賞しました。
濁河温泉スキー場感謝祭

　

　３月13日、小坂町落合の濁河温泉スキー場で、

恒例の「ウインターフェスティバル」が開かれ、

ソリ大会やタイムレース、スキー板やスノーボー

ドが当たる抽選会、豚汁の無料サービスなどが

行われました。

イベントには、市内のほか愛知県などから家

族連れ約 200 人が参加。春の陽気の中、雄大な

御嶽をバックに楽しい１日を過ごしました。

下呂市の宝「100歳14人」

　満100歳を迎えた市内の高齢者を、大森喜一市

長職務執行者らが訪ね、花束と記念品を贈呈し、

家族とともに100歳を祝いました。

（３月15日現在、市内の100歳以上は14人です）

　金山病院で療養中の

長谷川幾枝さん(保井
戸・3月10日生まれ)は、
90歳まで歩いて保井
戸内を新聞配達。近所
でも元気で有名なおじ
いちゃん。大森喜一市
長職務執行者の来訪に
ニッコリ。

　青木はんさん(萩原
町尾﨑・３月２日生ま
れ）は、二村一郎萩原
振興事務所長から記
念品を贈呈され「わざ
わざすみません」とお
礼を述べられました。

池谷しうさん（湯之島・
２月 26 日生まれ）を
岡前基三郎下呂町長が
訪ね祝いました。近所
の散歩が趣味の池谷さ
ん。100 歳とは思えな
い健脚ぶりで周囲を驚
かせています。
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下呂市ニュース

身近な話題をお寄せください

●企画部広報係　52-2000

●萩原企画分室　52-2000

●小坂企画分室　62-3111

●下呂企画分室　24-2222

●金山企画課　32-2203

●馬瀬企画分室　47-2111

　　　清流馬瀬川を守りたい！
　

　中切小学校の４年生８人は、今年度総合学習で馬瀬

川をテーマに取り組んできました。

　３月４日には、美しい馬瀬川を守るために自分

たちで作ったＰＲ看板を、漁協前の川沿いに設置。

　また、よりきれいな馬瀬川にするために、地域の人

たちから取ったアンケート結果をまとめたチラシを、

漁協周辺の家や漁協、農協、郵便局などを児童が訪れ

配布し、美しい馬瀬川を守ろうと呼び掛けました。

羽ばたけ白衣の天使33人
　

　下呂看護専門学校の卒業式が３月３日、同校の講堂で行
われ３年間の看護実習に励んできた33人が、医療現場へ巣
立っていきました。卒業生の多くは、県内外の病院に就職
します。
　式典で、細江和子校長は全員に卒業証書を手渡し、「技
術だけに頼ることなく、思いやりと強い意志を持った人間
に成長し、立派な看護師になってください」と式辞を述べ、
卒業生代表の田中由希子さんが「これから、困難な道が待っ
ていると思いますが、初心を忘れず困難に立ち向かい、一
歩一歩あゆんでいきたい」と決意を述べました。卒業生ら
は３年間の思い出で胸がいっぱいの様子でした。

「街の駅よってこ家
や

」オープン
　金山町商工会で３月６日、商店街の空き店舗を活用し

た憩いの場「街の駅よってこ家」が、金山町金山の本町

と同町大船渡のやよいにそれぞれオープン。記念式典が

開かれました。「街の駅よってこ家」は、商店街の利用

者などに、トイレや語らいの場として気軽に利用しても

らおうと、若い商店主らが中心となって事業を進めてき

ました。店舗は県と旧金山町の支援を受けて完成。記念

行事として、明治から昭和初期の同町の様子を伝える写

真展を４月 30 日まで開催しています。
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暮らしの情報あれこれ

下
呂
市
立
金
山
病
院
職
員
（
診
療

放
射
線
技
師
）
の
募
集

　

市
立
金
山
病
院
で
は
、
乳
腺
外

来
設
置
の
た
め
次
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
職　
　

種　

診
療
放
射
線
技
師

◆
募
集
人
員　

１
名
（
乳
房
検
査

に
か
か
わ
る
た
め
女
性
に
限
る
）

◆
対
象
年
齢　

27
歳
以
下

　
　

（
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
資　
　

格　

診
療
放
射
線
技
師

免
許
所
持
者
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
認
定
技
師
Ａ
ま

た
は
Ｂ
所
持
者

◆
提
出
書
類

　

・
職
員
採
用
申
込
書
（
市
役
所

　
　

総
務
課
ま
た
は
市
立
金
山
病

　
　

院
に
あ
り
ま
す
）

　

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
の

　
　

も
の
）

　

・
健
康
診
断
書

　

・
資
格
証
明
書
の
写
し

◆
申
込
期
限

　

５
月
17
日
（
月
）
必
着

◆
試
験
方
法　

面
接
（
日
時
な
ど

は
個
々
に
通
知
し
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

下
呂
市
立
金
山
病
院
事
務
局

（
〒
５
０
９
‐
１
６
９
３  

下
呂
市

　

金
山
町
金
山
２
５
９
４
番
地

　
　
　
　
　


32
‐
２
１
２
１
）

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
臨
時
職
員

（
看
護
師
）
募
集

　

市
立
金
山
病
院
で
は
、
次
の
臨

時
職
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
市
立
金
山
病
院

に
あ
り
ま
す
。

◆
職　
　

種　

看
護
師

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
対
象
年
齢　

35
歳
以
下

　
　

（
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
資　
　

格    

正
看
護
師

◆
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
金
）

※
勤
務
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

下
呂
市
立
金
山
病
院
事
務
局

　
　
　
　

（

32
‐
２
１
２
１
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
募
集

　

平
成
16
年
９
月
オ
ー
プ
ン
予
定

の「
さ
わ
や
か
ナ
ー
シ
ン
グ
下
呂
」

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
を

持
参
ま
た
は
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
職
種

①
看
護
師
（
含
む
パ
ー
ト
）
10
名

②
介
護
職
員
（
含
む
パ
ー
ト
）
40
名

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　
　

若
干
名

◆
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付
先

　

下
呂
市
小
川
１
０
０
０
‐
２

　
　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
下
呂
温
泉
内　

　
　
　
　
　

（

23
‐
１
５
１
１
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

次
の
よ
う
に
市
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
住
宅

①
少
ケ
野
住
宅
１
３
５
号
室

　

（
少
ケ
野
４
４
６
番
地
24
）

　

３
階
（
２
Ｄ
Ｋ
・
鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
）

▽
入
居
資
格

　平成 16 年３月から、下呂市では精神障害者保健福祉手

帳の交付を受けている方の医療費の助成制度が始まりま

した。制度の概要は「市民便利帳」に掲載していますが、

詳細は次のとおりです。

○受給資格の手続き

◆対象者：下呂市に住所があり、精神障害者保健福祉

手帳（１～３級）の交付を受けており、一定の所得額

以下の人。（老人医療の受給者も対象となります）

◆対象となる医療費：入院（精神以外の病気も含みます）

に要した医療費のうち、保険診療の本人負担分および

食事の負担分が対象となります。保険外の自費分（室料・

病衣代など）や、外来分は対象となりません。ただし、

付加給付を受けることができる方は、付加給付受け取

り後の実質負担額が対象となります。

◆助成額：対象となる費用の２分の１を助成します。

◆手続き：まず、受給資格の手続きが必要です。次の

ものを持参の上、各振興事務所までお出かけください。

対象者には「受給者証」を交付します。

　①精神障害者保健福祉手帳　②健康保険証　③印鑑

　④預金通帳（本人名義で、医療費の助成金の振り込みを

　　希望される口座）

○医療費の支給

◆病院への支払い：受給者証の交付を受けた方の医療

費は、今までどおりいったん本人負担分を医療施設へ

支払ってください。

◆医療費の助成：医療施設へ支払った医療費の助成は、

病院の領収書を添えて医療費支給申請を提出してくだ

さい。本人の口座へ振り込みます。

◆受給者証の有効期限：毎年９月 30 日で、前年の所得

により更新手続きを行います。

　　ただし、精神障害者保健福祉手帳の交付対象者でなく

　なった場合は受給者証を返還してください。

※対象となると思われる方で、所得限度額など詳しいこと

　を知りたい方は、下呂庁舎内市民部市民課（24-2222）
または下記振興事務所までお問い合わせください。

　萩原市民生活課52-2000　小坂市民生活課62-3111

　金山市民生活課32-2201　馬瀬市民生活課47-2111
　　

新しい医療費助成制度が始まりました
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暮らしの情報あれこれ

　

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

▽
住
宅
使
用
料

　

２
２
０
０
０
円

　

（
収
入
に
関
係
な
く
一
定
で
す
）

②
小
川
住
宅
２
０
１
号

　

（
小
川
62
番
地
）

　

２
Ｄ
Ｋ
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

造
４
階
建

▽
入
居
資
格

　

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

・
月
額
所
得
が
20
万
円
以
上
で

　
　

あ
る
こ
と

▽
住
宅
使
用
料

　

４
３
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
０
円

　

(

所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）

③
相
原
団
地
１
０
１
号
室

　

（
金
山
町
金
山
）
３
Ｄ
Ｋ

◇
入
居
資
格

　

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
住
宅
使
用
料

　

１
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　

２
７
３
０
０
円　

（
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）

◆
申
込
期
限

　

４
月
30
日
（
金
）

◆
入
居
者
の
決
定
方
法

　

応
募
者
の
入
居
者
資
格
を
確
認

後
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
資
格
の

あ
る
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
、
選
考
委
員
会
お
よ
び

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◆
敷
金

　

住
宅
使
用
料
の
３
カ
月
分

◆
必
要
な
書
類

　

・
住
宅
入
居
申
込
書

　

・
誓
約
書
（
下
呂
市
役
所
都
市

　
　

建
設
部
建
設
課
お
よ
び
各
振

　
　

興
事
務
所
基
盤
整
備
課
に
あ

　
　

り
ま
す
）

　

・
入
居
予
定
者
の
住
民
票

　

・
納
税
証
明
書
、
所
得
を
証
明

　
　

す
る
書
類

◆
そ
の
他
の
事
項

　

・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

　
　

き
ま
せ
ん

　

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

下
呂
市
都
市
建
設
部　

建
設
課

住
宅
係
（

24
‐
２
２
２
２
・
内

線
２
２
２
）
お
よ
び
各
振
興
事
務

所
基
盤
整
備
課

業
者
の
方
へ
「
物
品
の
指
名
願
い

は
お
済
み
で
す
か
？
」

下
呂
市
誕
生
に
よ
り
、
下
呂
市

と
物
品
な
ど
の
取
引
を
希
望
さ
れ

る
方
で
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
に
つ
い
て
は
下
呂
市
役
所

管
財
課
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
管

理
課
に
あ
り
ま
す
。

下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

下
呂
市
役
所
総
務
部
管
財

課
（


24
‐
２
２
２
２
・
内
線

２
１
４
）
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

管
理
課
（
郵
送
可
）

小
坂
の
歴
史
を

　
　

『
広
報
お
さ
か
縮
刷
版
』
で

平
成
16
年
2
月
に
小
坂
町
で
発

行
し
、
旧
小
坂
町
内
の
全
戸
に
配

布
し
た
「
広
報
お
さ
か
縮
刷
版
」

を
希
望
者
に
販
売
し
ま
す
。
価
格

は
1
冊
３
０
０
０
円
で
す
。
こ
の

縮
刷
版
（
第
2
号
）
は
、
昭
和
56

年
7
月
発
行
の
第
３
５
１
号
か
ら

平
成
16
年
2
月
発
行
の
最
終
号
ま

で
が
全
2
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
創
刊
号
〜
第
３
５
０

号
ま
で
を
収
め
た
第
1
号
の
縮
刷

版
に
つ
い
て
も
再
度
販
売
し
ま
す

（
価
格
は
1
冊
２
０
０
０
円
）。
第

1
号
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
下
呂
市
小
坂

振
興
事
務
所
管
理
課
・
奥
田
（


62
‐
３
１
１
１
・
内
線
１
１
３
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
下
呂
町
の
文
化
財
」「
峰
一
合
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
販
売
中
!!

　

次
の
書
籍
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

『
下
呂
町
の
文
化
財
』

　

・
Ａ
４
版
76
ペ
ー
ジ

　

・
全
カ
ラ
ー

　

・
１
冊
１
０
０
０
円

　

・
販
売
部
数
２
５
０
部

『
峰
一
合
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

　

・
Ａ
４
版
１
１
５
ペ
ー
ジ

　

・
一
部
カ
ラ
ー

　

・
１
冊
１
０
０
０
円

　

・
販
売
部
数
２
０
０
部

　

ご
希
望
の
方
は
、
下
呂
市
民

会
館
内
下
呂
教
育
課
・
渡
辺
（


25
‐
２
２
５
２
・
内
線
３
０
５
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
馬
瀬
村
の
古
里
の
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　

好
評
発
売
中
!!

　

馬
瀬
地
域
の
古
老
の
話
を
ま
と

め
た「
馬
瀬
村
の
古
里
の
は
な
し
」

が
旧
馬
瀬
村
か
ら
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
価
格
は
１
セ
ッ
ト
（
３
巻
）

２
０
０
０
円
。
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
く
な
り
次
第
終
了

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
希
望
の
方
は
別
途

郵
送
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
下
呂
市
馬
瀬

振
興
事
務
所
企
画
分
室
・
小
池（


47
‐
２
１
１
１
・
内
線
２
１
４
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

平成15年度水力発電施設周辺地域交付金事業

◆旧萩原町：①町道松ヶ瀬池端線〈その他〉側溝修繕工事

◆旧下呂町：①消防施設整備事業　小型動力ポンプ積載車

　　　　　　　購入１台

◆旧金山町：①町道福来線〈１〉側溝修繕工事

　　　　　　②町道下切峠線〈その他〉側溝修繕工事

　　　　　　③町道向野岩屋－１線〈その他〉落石防止網

　　　　　　　設置工事

　平成15年度電源立地地域対策交付金事業

◆旧小坂町：①小坂簡易水道新配水池建設に充てる基金

◆旧下呂町：①消防施設整備事業　小型動力ポンプ積載車

　　　　　　　購入１台

　　　　　　②幸田13号線舗装修繕事業

　　　　　　③少ケ野37号線舗装修繕及び側溝修繕事業

◆旧金山町：①町道中宮前洞線〈１〉舗装補修工事
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●
下
呂
温
泉
い
で
ゆ
朝
市

◆
期
間　

４
月
3
日
（
土
）
〜

　
　
　

11
月
29
日
（
月
）

◆
場
所　

下
呂
温
泉
合
掌
村
入
口
下

◆
時
間　

午
前
８
時
〜
正
午

◆
内
容　

地
元
特
産
品
の
数
々
を

お
値
打
ち
に
提
供
す
る
朝
市
。
高

原
野
菜
、
漬
物
、
地
酒
、
民
芸
品

な
ど
の
お
店
が
軒
を
連
ね
ま
す
。

●
飛
騨
小
坂
滝
開
き

◆
日
時　

４
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所　

巌が
ん

立だ
て

公
園

◆
内
容　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
、
安
全
と
盛
況
を
祈
願
す
る

滝
開
き
。
催
し
の

中
で
は
、
巌
立
太

鼓
に
獅
子
舞
、
金

蔵
獅
子
が
披
露
さ

れ
、
た
る
酒
や
イ

ワ
ナ
の
骨
酒
が
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

●
馬
瀬
川
あ
ま
ご
釣
り
大
会

◆
日
時　

４
月
25
日
（
日
）

◆
場
所　

清
流
ふ
れ
あ
い
会
館

（
受
付
・
表
彰
会
場
）、
馬
瀬
川
上

流
・
中
切
地
区
（
競
技
会
場
）

◆
日
程

　
　

受　

付　

午
前
７
時
30
分
〜

　
　

競　

技　

午
前
９
時
〜
11
時

　
　

閉
会
式
（
表
彰
式
）

　
　
　
　
　
　

正
午
〜
12
時
30
分

◆
参
加
費

　

①
男
性
の
部
（
3
０
０
０
円
）

　

②
女
性
の
部
（
２
０
０
０
円
）

　

③
子
供
の
部
（
1
０
０
０
円
）

※
当
日
飛
び
入
り
の
参
加
者
は

５
０
０
円
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

●
下
呂
発
温
泉
博
物
館

◆
オ
ー
プ
ン　

４
月
30
日
（
金
）

◆
営
業
時
間

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
定
休
日

　

木
曜
日
（
木
曜
日
が
祝
祭
日
の

　
　

場
合
は
翌
日
と
な
り
ま
す
）

◆
入
館
料　

小
学
生
２
０
０
円
、

　
　

大
人
･
中
高
生
４
０
０
円

◆
内
容　

下
呂
温
泉
か
ら
温
泉
の

科
学
や
文
化
を
発
信
す
る
「
下
呂

発
温
泉
博
物
館
」
が
こ
の
春
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。館
内
は「
科
学
」「
文

化
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
図
書
」「
下

呂
温
泉
」
の
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、下
呂
温
泉
街
の
ジ
オ
ラ
マ
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
の
温
泉
番
付

な
ど
興
味
深
い
展
示
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
足

湯
に
つ
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
下
呂
温
泉
合
掌
村
イ
ベ
ン
ト

春
の
調
べ

◆
日
時　

４
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所　

旧
大
戸
家
住
宅

◆
内
容　

地
元
の
琴
同
好
会
に

　
　
　
　

よ
る
琴
の
演
奏
会

春
の
野の

だ

て点

◆
日
時　

４
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所　

旧
大
戸
家
住
宅

◆
内
容　

約
６
０
０
名
様
に

　
　
　
　

抹
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

◆
期
間　

４
月
29
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

５
月
５
日
（
水
）

◆
内
容　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
ゲ
ー
ム
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
餅
つ
き
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

無
料
入
場
券
を
配
布
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

下
呂
市
誕
生
記
念
特
別
展

『
下
呂
市
で
創つ

く

ら
れ
た
陶
芸
展
』

◆
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

７
月
30
日
（
金
）

◆
場
所　

狛
犬
博
物
館

●
合
掌
村
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

下
呂
温
泉
合
掌
村
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス

ポ
ー
ト
と
、
期
間
限
定
の
市
民
無

料
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

【
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
70
歳

以
上
の
方
に
、
無
料
入
場
で
き
る

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
す
。
申

し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
下
呂
温
泉
合
掌
村
（
下
呂

市
森
２
３
６
９
番
地
）
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
発

行
ま
で
２
週
間
程
か
か
り
ま
す
。

【
市
民
無
料
券
】

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
ふ
る

さ
と
の
夏
祭
り
・
年
末
年
始
の
３

回
、市
民
無
料
券
を
発
行
し
ま
す
。

行
事
の
案
内
と
と
も
に
無
料
券
を

各
戸
配
布
し
ま
す
。

●
鳳
凰
座
歌
舞
伎
公
演

◆
日
時　

５
月
３
日
、
４
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
９
時
ご
ろ

◆
会
場　

下
呂
市
御
厩
野「
鳳
凰
座
」

◆
上
演
外
題

寿こ
と
ぶ
き
そ
が
の
た
い
め
ん

曽
我
対
面
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）

世よ
わ
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し

話
情
浮
名
横
櫛　

源げ
ん
じ
だ
な

氏
店

恋こ
い
の
た
よ
り
や
ま
と
お
う
ら
い

飛
脚
大
和
往
来　

新に
の
く
ち
む
ら

口
村

釣
つ
り
お
ん
な女

一い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記　

熊く
ま
が
い
じ
ん
や

谷
陣
屋
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下
呂
市
金
山
町
に
あ
る
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
緑
豊
か

な
馬
瀬
川
の
ほ
と
り
に
誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
が
楽
し
め
る

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
す
。

○
温
水
プ
ー
ル

　

室
温
35
℃
、
水
温
30 
℃
以
上
、
年
間

を
通
じ
て
楽
し
め
る
温
水
プ
ー
ル
で
す
。

　

25
ｍ
プ
ー
ル
が
６
コ
ー
ス
、
ど
な
た

で
も
ゆ
っ
た
り
と
水
泳
を
楽
し
め
ま
す
。

水
中
歩
行
専
用
プ
ー
ル
や
幼
児
用
プ
ー

ル
も
あ
り
、
目
的
に
合
わ
せ
て
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
大
人
気
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
金
山
温
泉

を
利
用
し
た
ジ
ャ
グ
ジ
ー
バ
ス
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
に
最
適
な
超
音
波
流
水
マ

シ
ン
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
か
ら
の
水

泳
教
室
を
は
じ
め
、

大
人
の
た
め
の
ス
イ

ミ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
や

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、
水

中
歩
行
教
室
な
ど
も

常
時
開
講
し
て
い
ま
す
。
＊
ご
利
用
に
は

ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

○
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム

　

体
脂
肪
燃
焼
に
欠
か
せ
な
い
有
酸
素

運
動
の
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

や
、
空
気
の
抵
抗
を
利
用
し
た
最
新
鋭

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
で
、
体
力

に
自
信
の
無
い
方
の

健
康
づ
く
り
や
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
筋

力
ア
ッ
プ
を
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

＊
ご
利
用
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
・
室
内
用

運
動
靴
が
必
要
で
す
。

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

初
心
者
用
や
ダ
ン
ベ
ル
ビ
ク
ス
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ッ
ス
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
＊
ご
利
用
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
・

室
内
用
運
動
靴
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　　

　
　

（

32
‐
３
３
０
０
）

健
康
�
�
�
�
情
報
発
信
地
!!

リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プール ｱｽﾚﾁｯｸ ｴｱﾛﾋﾞｸｽ

大 人 500円 500円 1,000円

子ども・70歳以上 300円

年登録料 月会費

大 人 3,000円 3,000円

子ども・70歳以上 1,500円 1,500円

子ども水泳教室 1,500円 1,500円

ビジター料金表

会員料金表

会員になると定額で施設すべてがご利用いただけます。（子ども以外）

　

南
飛
騨

国
際
健
康

保
養
地
の

県
施
設
が

集
ま
る
萩

原
町
四
美

地
区
に
、

２
月
下
旬

オ
ー
プ
ン

し
た
健
康

交
流
施
設

「
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

し
み
ず
の
湯
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
木
造
２
階
建
て
で
、
総
床
面
積

が
１
，
６
４
３
㎡
。
内
部
は
地
元
産
材

の
ヒ
ノ
キ
材
を
柱
に
す
る
な
ど
、
木
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
落
ち
着
け
る
雰
囲

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
大
浴
場
、
薬
草
風
呂
、

露
天
風
呂
、
歩

く
だ
け
で
も
運

動
に
な
る
温
泉

プ
ー
ル
を
備
え

た
総
合
温
泉
施

設
で
、
地
域
で

採
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
食
材

を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
『
健
康
食
材

体
験
棟
』（
古
民
家
を
萩
原
町
内
よ
り

移
転
）
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
な
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

し
み
ず
の
湯
に
は
、
地
域
の
薬
草
を

使
用
し
た
薬
草
風
呂
を
は
じ
め
、
水
流

に
逆
ら
い
な
が
ら
歩
く
だ
け
で
、
運
動

効
果
の
上
が
る
長
さ
15
ｍ
の
だ
円
形
の

温
泉
プ
ー
ル
、
森
の
中
で
「
せ
せ
ら
ぎ

の
音
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
す
ご
せ
る
露
天
風
呂
。
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

健
康
面
の
相
談
や
、
皆
さ
ん
に
あ
っ
た

健
康
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
運
営
に
あ
た
る
第
３

セ
ク
タ
ー
「
㈱
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
南
飛

騨
」
は
、
全
国
64
カ
所
の
プ
ー
ル
、
温

泉
の
施
設
管
理
を
行
う
日
本
水
泳
振
興

会
（
東
京
）
が
中

核
企
業
と
な
っ

て
お
り
、
同
社
の

出
向
職
員
ら
が
、

水
中
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
な
ど
、
独
自

メ
ニ
ュ
ー
の
運

動
浴
指
導
を
５

月
か
ら
行
う
予

定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

飛
騨
川
温
泉　

し
み
ず
の
湯

　
　
　
　
　
　
　

（

56
‐
４
３
２
６
）

「
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
」
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◆平成16年度から固定資産税、市県民税の「納
のうきまえのうふ

期前納付（前納）報奨金制度」が廃止されます

　この制度は、戦後の混乱した社会情勢と不安定な経済事情の中で、税収の早期確保と納税意識の向上、

納期前に納付された税額に対する金利面を考慮し創設されました。

　しかしながら、この制度は長年にわたる納税者皆さまのご協力により、当初の政策目的は達成されてい

ることなどの理由から、平成16年度から廃止することとなりました。

　これまで、この制度の運用にご協力いただきました皆さまにお礼を申し上げますとともに、制度の廃止

につきましては、何とぞご理解のうえ、今後も納期内納付になお一層のご協力をお願いいたします。

◆全期前納はこれまでどおり行うことができます

　前納報奨金制度は廃止されますが、納付書または口座振替による全納（一括前納）については今までど

おり行うことができます。

◆全期前納による口座振替をご利用されている方へ

　市税の納付について、全期前納による口座振替をご利用されている方につきましては、次のお取り扱い

とさせていただきますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

①市役所から平成16年度以降の納税通知書が発送されますので、全期前納かどうかご確認ください（固定

資産税は５月中旬、市県民税は６月中旬ごろの発送予定です）。

②変更をされる場合は、金融機関にある「口座振替変更依頼書兼変更届出書」を提出していただくか、市

役所税務課までご連絡ください。

※詳しい内容などにつきましては、各税の納税通知書発送時に再度ご説明させていただきます。

【お問い合わせ先】　市民部税務課（24-2222）

�
�
�
�
�
�
観
察
�
�
�
�
�

　

『
春
の
女
神
』
と
も
呼
ば
れ
る
ギ

フ
チ
ョ
ウ
。
そ
の
美
し
い
姿
は
、
春

先
の
10
日
間
ぐ
ら
い
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
観
察
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
ま

た
は
友
だ
ち
と
一
緒
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

４
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
場
所　

下
呂
市
金
山
町
広
瀬
「
池

の
島
公
園
」（
現
地
集
合
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◆
主
催　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察
会

◆
協
力　

池
の
島
会
、
か
な
や
ま
自

然
散
策
会
、
金
山
振
興
事
務
所
農

林
課

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

ギ
フ
チ
ョ
ウ

観
察
会
・
河
尻
正
敏
さ
ん

　
　
　
　
　

（

32
‐
２
７
０
６
）

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
部
総
合
政
策
課

広
報
係
（

52
‐
2
０
０
０
）
ま
で

愛の献血にご協力を！
　移動献血車による巡回献血が行われます。
重い病気やけがで苦しんでいる人々のため
に、皆さまのご協力をお願いします。
◆４月 15日（木）
　金子工業㈱＜萩原町萩原＞
　午前 10時～ 12 時、午後１時～４時 30分
◆５月６日（木）
　下呂市役所　下呂庁舎　
　午前 10時～午後１時、午後２時～４時
◆５月７日（金）
　下呂総合庁舎（旧益田総合庁舎）：午前９時～ 12時
　馬瀬中央公民館：午後１時 30 分～３時 30 分

■市税の前納報奨金制度廃止のお知らせ■




